
佐々木友美子推薦議員より

「来年は戦後 80 年を迎えま

す。いつまでも戦後と言いた

い。今を戦前と言いたくな

い。明日を戦中と言いたくな

い。平和であり続けたい。私

たちはどうしたらいいかを考

え合う時間になればと思い参

加しました。」 
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「ノーモア・ヒロシマ」「ノーモア・ナガサキ」「ノーモア・ウォー（戦争）」 

2024 年 胆江地区平和集会を開催しました 

7 月 23 日（火）胆江地区勤労者教育文化センターの駐車場をお借りして、胆江地区平和集

会を開催しました。（連合胆江、胆江地区労、胆江友愛会、胆江原水禁の四者が主催） 

被爆・戦後 79 年。今もなお、放射能障がい・後遺症に苦しんでいる人たちがいます。世界

に現存する核弾頭は、9 か国に 12,120 発もあり、私たちは今も核の脅威から解放されていま

せん。核兵器廃絶・世界の恒久平和の実現・安心して暮らせる社会の実現を求めた集会でし

た。 

 

 

 

 

 

 

  

夕暮れとともに三々五々   進行は山崎副実行委員長        連合推薦議員団も参加 

 

  

 

   

 

 

進行は山崎副実行委員長 開会は佐藤副実行委員長 

 

 

 
 
集会スローガン発表は  県内 3コースで平和運動が行われている 
髙橋副実行委員長    ことを報告する佐藤県平和運動実行委員 
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主催者を代表し

て千葉実行委員長

は、「集まり、平和

を願う気持ちをつ

なげていくことが

大切だ。」と訴えま

した。 

塩沢実行委員より集会アピール

『「核兵器廃絶」と「世界の恒

久平和」の実現に向け、平和を

願う世界の人たちのチカラを結

集し、粘り強く運動を展開して

いくことを宣言する』 
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